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た。S-GlcNAc-PGAを固相化した 96 ウェルプレートに塩化カルシウム存在下で可溶型 E-、P-、
または L-セレクチン -Fcキメラを 0～ 20 nM の濃度で加えた。セレクチンは C型レクチンであ
ることから、陰性対照実験には 20 mMの EDTA存在下でセレクチン -Fcキメラを加えた。室温
で 2時間インキュベーション後、塩化カルシウムおよび Tween-20 を含む HEPES緩衝液で洗浄
し、結合したセレクチン -Fcキメラをペルオキシダーゼを結合させたプロテイン Aと TMB発
色基質を用いて検出した。その結果、図 2に示すように、濃度依存的に P-および L-セレクチン
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図 2.　S-GlcNAc-PGA とセレクチンの結合









転移性のマウス腸癌細胞株である colon 26-LuM1を用いた [12]。U底の96ウェルプレートに可







PGAの濃度依存的に P-セレクチンと colon 26-LuM1 の結合が阻害された。また、その阻害効果
はヘパリンよりも高かった。
図 3.　S-GlcNAc-PGAによるヘパリンとセレクチンの結合の阻害





討した。Balb/cマウスに S-GlcNAc-PGAまたはヘパリンに続き、15 分後に colon 26-LuM1 を尾
静脈より静注した。3週間後にマウスから肺を摘出し（図 5A）、その湿重量および転移結節数を





急性炎症における好中球の浸潤には P-セレクチンと L-セレクチンが関わっていることから 
[13-15]、両者に結合する S-GlcNAc-PGAは炎症部位への好中球の浸潤を抑制する可能性が考え
図 4.　 癌細胞とセレクチンの結合に対する S-GlcNAc-PGA の阻害効果
（A）P-セレクチンを固相化した U底プレートに S-GlcNAc-PGAまたはヘパリンの存在下でマウス腸癌細胞



































（A）マウスの腹腔内に 2 mlの PBSまたは 3％チオグリコール酸培地を投与した。5分後に S-GlcNAc-PGA 
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